
京
都
・平
安
京
跡
左
京
四
条

一
坊

一
町

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
中
京
区
壬
生
朱
雀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
四
）

一
一
月
―

一
九
九
三
年
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
鈴
木
久
男

・
清
藤
玲
子

・
南
孝
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
平
安
京
左
京
四
条

一
坊

一
町
に
位
置
し
、
西
は
朱
雀
大
路
に
面

す
る
。
調
査
は
、
小
学
校
の
校
舎
建
て
替
え
工
事
に
先
立
ち
行
な
わ
れ
、
工
事

計
画
に
従
い
四
つ
の
調
査
区
を

設
定
し
た
。

確
認
さ
れ
た
遺
構
は
、
大
き

く
平
安
時
代
の
前
期
と
後
期
に

分
か
れ
る
が
、
本
簡
が
出
土
し

た
の
は
第
二
、
第
ニ
ト
レ
ン
チ

で
検
出
し
た
平
安
時
代
前
期
、

九
世
紀
代
の
遺
構
か
ら
で
あ
る
。

九
世
紀
の
遺
構
は
更
に
二
期
に

分
か
れ
る
。
第

一
期
は
九
世
紀
の
前
半
、
平
安
京
造
営
に
伴
う
時
期
で
、　
一
町

の
南
側
で
は
六
角
小
路
の
南
北
両
側
溝
が
検
出
さ
れ
た
。
し
か
し
町
内
の
中
央

に
は
、
北
東
か
ら
南
西
に
流
れ
る
幅
四
ｍ
の
自
然
流
路
も
存
在
す
る
。
第
二
期

も
九
世
紀
の
前
半
で
あ
る
が
、
町
内
の
自
然
流
路
は
埋
め
立
て
ら
れ
、　
一
町
の

南
西
部
に
園
地
の
池
が
造
ら
れ
る
。
池
の
規
模
は
東
西
幅
三
人
ｍ
、
南
北
幅
は

不
明
、
深
さ
○

・
四
ｍ
を
測
る
。
池
の
汀
に
は
○

・
三
ｍ
大
の
石
を
敷
い
た
州

浜
を
施
し
て
い
る
。
汀
の
北
西
部
に
は
導
水
施
設
も
存
在
す
る
。
こ
の
園
池
は

九
世
紀
の
後
半
に
は
廃
絶
す
る
。

遺
物
は
、
自
然
流
路
、
池
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
出
土
す
る
。
自
然
流
路
か
ら
は
土

器
類
の
他
、
木
器
も
大
量
に
出
土
す
る
。
木
器
に
は
、
漆
塗
り
の
刷
毛

・
下

駄

・
ヘ
ラ
状
木
製
品

（壽
木
？
じ
等
が
あ
る
。
池
か
ら
も
土
器
類

・
木
器
な
ど

が
出
土
す
る
が
、
土
器
の
中
に
は
須
恵
器
の
壼
の
体
部
に

「家
」
と
記
さ
れ
た

墨
書
土
器
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

木
簡
は
六
点
出
土
し
て
い
る
。
い
か
ら
①
が
自
然
流
路
、
い
か
ら
⑥
が
園
地

の
池
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

①
　
。
□
沙
賀
我
太
雲
朗
□
具
不
祢
乃
祉
欧

己

・
□
□
母
□
難
□
□
□
　
□
　
□
　
　
　
　
　
　
　
（湧
Ｉ
Ｐ貿
『

(京都北西部)



(4)０
　
・
□
□
」

い
の
形
状
は
〇

一
一
型
式
に
似
る
が
、
下
方
を
二
又
に
削
り
、
人
形
に
似
た

形
と
な
っ
て
い
る
。
裏
面
二
字
目
は
示
偏
、
七
字
目
は
し
ん
に
ょ
う
の
文
字
で

あ
る
。
働
は
、
や
や
大
型
の
題
鎖
で
、
軸
部
は
欠
損
す
る
。
二
行
日
の
第

一
字

は
不
明
で
あ
る
が
、
共
伴
す
る
土
器
か
ら

「十

一
年
」
は
承
和

一
一
年

（八
四

1994年出上の木簡

〔返
抄
　
納
籠
己

。
□
□
　
□
□
□
荒
□
□
　
日

□

。
　

　

　

　

　

十
四
年
十
月
十
□
日
日

回

　

］卜巽
∞受
∞
Ｅ

「□□□□甲
…
白
剛昨∬
斗□日
回

×
月
十
六
日
史
生
回
国
人
麻
×

（∽
い
＋
ＰΦ
Ｏ
）
×
（］伽
）
×
卜
　
Φ∞
Ｐ

「朱
雀
院
炭
日
記

□
十

一
年
五
月
十
三
日
始
」

「朱
雀
院
炭
日
記

□
十

一
年
五
月
十
三
日
始
」
　
　
　
　
　
　
（こ
益
受
⇔
墓

〔
家
ヵ
〕

「
剛

家

　
家

四
）、
貞
観

一
一
年

（八
六
九
）
が
考
え
ら
れ
る
。
「炭
日
記
」
が
ど
の
よ
う
な

文
書
で
あ
っ
た
の
か
現
在
知
り
得
な
い
が
、
朱
雀
院
は
、
今
回
の
調
査
地
と
は
、

朱
雀
大
路
を
挟
ん
で
西
側
に
存
在
し
た
累
代
の
後
院
で
あ
り
、
当
地
に
朱
雀
院

と
の
関
係
の
深
い
施
設
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

木
簡
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
綾
村
宏
、
館
野
和

己
、
渡
辺
晃
宏
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

⑭
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

『平
成
四
年
度
　
一爪
都
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

概
要
』
盆

九
九
五
年
）

（南
　
孝
雄
）

Ｇ
Φ
）
×

（
］
じ

×
ω
　
ｏ
頓
岸

（
］
Φ
）
×
Ｐ
『
×
∞
　
⇔
∞
Φ

(4)表




